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　下にある「思考スキル」は、問題に取り組むことを通じて、みなさんに身につけてほしい力を表し

たものです。これらの思考スキルは、算数の問題に限らず、さまざまな場面でも活用することがで

きる大切な力です。解説では、問題ごとに意識してほしい思考スキルを示しています。今後の学習

でも、思考スキルを意識して、問題に取り組むとき活用するように心がけてみましょう。

○情
じょう

報
ほう

を獲
かく

得
とく

する
　・�問題文から必要な情報や条件を正しくとらえる
　・�図やグラフなどから必要な情報を正しくとらえる

○情報を活用する
　・�とらえた情報を、他の問いでも活用する
　・�とらえた情報から、さらに別の情報を引き出す
　・�前問が後に続く問いの手がかりとなっていること

を見ぬく

○再現する
　・計算を正しく行う
　・持っている知識を状

じょう

況
きょう

に応じて正しく運用する
　・問いの指示通りの操

そう

作
さ

を正しく行う

○置きかえる
　・問いの状況を図やグラフなどに表す
　・問いを別の形に言いかえる
　・未知のものを自分にとってなじみの形にする
　・比の値を具体数で表す
　・数値をあてはめて、特定の状況をとらえる
　・解答の範

はん

囲
い

や大きさを予測する

○調べる
　・�方針を立て、考えられる場合をもれや重複なく全

て探し出す
　・書き出すことを通じて、きまりを見つける

○順序立てて変化をとらえる
　・変化する状況を時系列で明らかにする
　・�複雑な状況を要素ごとに筋道立てて明らかにする

○一般化する
　・�具体的な事例から、他の状況にもあて

はまるような式を導き出す
　・�具体的な事例から、規則やきまりをと

らえる

○視
し

点
てん

を変える
　・図形を別の視点で見る
　・立体を平面としてとらえる
　・多角的な視点から対象をとらえる

○特
とく

徴
ちょう

的
てき

な部分に注目する
　・等しい部分に注目する
　・変化しないものに注目する
　・和、差や倍数関係に注目する
　・規則や周期に注目する
　・対

たい

称
しょう

性
せい

に注目する
　・�際立った部分（計算式の数、素数、約数、

平方数、…など）に注目する

○特定の状況を仮定する
　・�極

きょく

端
たん

な場合から考える（もし、全て…
なら）

　・�不足を補
おぎな

ったり、余分を切りはなした
りして全体をとらえる

　・�複数のものが移動するとき、特定のも
のだけを移動させて状況をとらえる

思考スキル
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【解　説】

1（2）

左から順に計算して答えを求めることもできますが、ここでは次のように工夫をして計

算します。

　0.9＋9.9＋99.9＋999.9

＝（1－0.1）＋（10－0.1）＋（100－0.1）＋（1000－0.1）

＝1＋10＋100＋1000－0.1－0.1－0.1－0.1

＝1111－0.1×4

＝1110.6

2（1）（順列） A1 再現する
4×3×2×1＝24（通り）

（2）（相当算） A1 再現する
本全体のページ数を①とすると、

右のような線分図がかけます。

48÷（1－ 4
5 ）＝240（ページ）……1にあたるページ数

240÷（1－ 4
7 ）＝560（ページ）

（3）（角度） A1 再現する
正方形ABCDと正三角形ABEの１辺（AB）が共通してい

るので、BC＝BEとなり、三角形BCEは二等辺三角形

とわかります。同様に、三角形AEDも三角形BCEと合

同な二等辺三角形なので、三角形ECDはEC＝EDの二

等辺三角形とわかります。

90－60＝30（度）……角EBCの大きさ

（180－30）÷2＝75（度）……角BCEの大きさ

90－75＝15（度）……角ECD、角EDCの大きさ

180－15×2＝150（度）

（4）（面積） A1 再現する
求める面積は、半径10cm、中心角90度のおう

ぎ形２つの面積の合計から、１辺10cmの正方

形の面積をひいたものと等しくなります。

10×10×3.14× 90
360 ×2－10×10＝57（cm

2）

（別解） �おうぎ形の面積から直角二等辺三角形の

面積をひいたものを２倍して求めます。

　　　�（10×10×3.14× 90
360 －10×10÷2）×2

＝57（cm2）

48ページ

①

1
4
7

4
5
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（5）（消去算） A1 再現する
ノート１冊の値段を求めたいので、鉛筆の本数を６本（２と３の最小公倍数）にそろえて

考えます。

ノート３冊と鉛筆２本の値段は460円なので、全体を３倍（＝6÷2）すると、ノート９冊（＝

3×3）と鉛筆６本の値段は1380円（＝460×3）となります。

ノート７冊と鉛筆３本の値段は990円なので、全体を２倍（＝6÷3）すると、ノート14冊（＝

7×2）と鉛筆６本の値段は1980円（＝990×2）となります。

よって、ノート５冊（＝14－9）の値段は600円（＝1980－1380）であることがわかります。

600÷5＝120（円）

（6）（位置の推理） A2 情報を獲得する 調べる
「ＡはＥのすぐ後ろです。」「ＥはＤのすぐ後ろです。」の２つの条件より、Ａ、Ｅ、Ｄの３

人は前から順に「Ｄ、Ｅ、Ａ」と並んでいることがわかります。

さらに、「Ａは一番後ろではありません。」という条件があるので、５人の並び方は前から

順に、「Ｄ、Ｅ、Ａ、□、□」もしくは「□、Ｄ、Ｅ、Ａ、□」（□にはＢかＣが入る）のど

ちらかだとわかります。

もし、「□、Ｄ、Ｅ、Ａ、□」という並びだとすると、どちらの□にＣを入れても「ＣとＥ

の間に２人います。」という条件を守れません。

「Ｄ、Ｅ、Ａ、□、□」であれば、「Ｄ、Ｅ、Ａ、Ｂ、Ｃ」と並ぶことで「ＣとＥの間に２人

います。」という条件が守れます。

3 　（水位と比）

この問題では底面積が比で示されています。こうした場合、比を具体的な単位のついた数
すう

値
ち

と

同じように扱
あつか

うことになります。比と単位のついた数値どうしの計算を利用する視
し

点
てん

の確認を

しておきましょう。

（1） A2 再現する 情報を獲得する
5×7＋3×15＝80……ＡとＢの水の量の合計

80÷（5＋3）＝10（cm）

（2） A2 再現する 情報を獲得する
80× 3

3＋2 ＝48……Ａの水の量

48÷5＝9.6（cm）

（3） A2 再現する 情報を獲得する
（5×4）：（3×5）＝4：3……ＡとＢの水の量の比

80× 4
4＋3 ＝

320
7 ……Ａの水の量

320
7 ÷5＝9

1
7（cm）
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4 　（奇数列）

連続する奇
き

数
すう

の数列の問題では、平方数を利用できる場合が多いです。この問題では、各段の

奇数の和を整理してみると、連続する奇数の和で表せる「立方数」に目を向けることができます。

（1） B1 情報を獲得する
４段目には13から19まで４個の奇数が並びます。

13＋15＋17＋19＝64

（2） B1 情報を活用する 一般化する
それぞれの段にある奇数の和は、１段目1＝1×1×1、２段目3＋5＝8＝2×2×2、３段目

7＋9＋11＝27＝3×3×3、４段目13＋15＋17＋19＝64＝4×4×4、…、というように同

じ数を３個かけ合わせた「立方数」になります。

7×7×7＝343

（3） B1 情報を活用する 一般化する
1000＝10×10×10より、10段目とわかります。

5 　（旅人算）

旅人算の問題は、へだたりと単位時間あたりのへだたりの差を利用して考える方法や、比を利

用して考える方法があります。どちらの方法でもアプローチできることを意識しましょう。こ

の問題では、35分後の弟の位置は変わらないことがポイントです。

（1） B1 情報を獲得する 順序立てて変化をとらえる
80×35＝2800（m）……弟が35分間に進んだ道のり

2800＋600＝3400（m）……兄が進んだ道のり

3400÷100＝34（分）……兄が進んだ時間

よって、休んだ時間は、35－34＝1（分間）　です。

（別解）

兄が休まなければ弟より600m多く進むのにかかる時間は、600÷（100－80）＝30（分）で

す。この30分と実際の35分との差の５分について考えます。

兄と弟が同じ道のりを進むのにかかる時間の比は、兄と弟の速さの比の100：80＝5：4

の逆比で4：5です。

よって、弟が５分かけて進んだ道のりを、兄は5× 4
5 ＝4（分）かけて進みます。

したがって、この場合兄は途
と

中
ちゅう

5－4＝1（分間）休んだとわかります。

（2） B2 情報を活用する 特定の状況を仮定する
兄が600m進むのにかかる時間の600÷100＝6（分）を、兄が途中休んだ時間にかえても、

兄と弟の出発してから35分後の位置関係は（1）と同じになります。

1＋6＝7（分間）
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（3） B2 情報を活用する 調べる 特定の状況を仮定する
（2）と同様に考えると、兄が途中休んだ時間として7＋6＝13（分間）、13＋6＝19（分）、19

＋6＝25（分間）、25＋6＝31（分間）が考えられます。

6 　（立体の切断）

立体の切断面を考えるときは、「平行な面に現れる切り口の線が平行になる」ことが大きな手が

かりとなります。立方体と立方体の境目ではどのように線が現れるのかを、直感や思い込みに

とらわれることなく、「この面とこの面が平行だから…」と論
ろん

理
り

的
てき

に考えることが大切です。

（1） B1 情報を獲得する
前後上下左右の６方向から見ると、どこから見ても１辺１cmの正方形３つ分の面が見え

ます。

1×1×3×6＝18（cm2）

（2） B1 情報を獲得する 視点を変える 置きかえる
①　A、B、Cを直線で結ぶと

　右の図のようになります。

②�　切り分けられた２つの立体のうち、後ろ

側にできる立体は三角すいです。

　2×2× 1
2 ×2×

1
3 ＝1

1
3（cm

3）

　……後ろ側の三角すいの体積

　1×1×1×4＝4（cm3）……立方体４個の体積

　�4－1 13 ＝2
2
3（cm

3）……�切り取られてでき

る手前側の立体の

体積

　�よって、大きい方の立体の体積は2 23 cm
3

です。

Ａ

B

C

Ａ

B

C

Ａ

B

C

Ａ

B

C
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7 　（得票数）

「必ず当選する」ときは、「最も票が入って当選しないときよりも１票多いとき」と考えます。また、

「当選する可能性がある」ときは、「最も少ない票で当選するとき」と考えます。このことをふま

えて割り算の式を立てましょう。

（1） B1 情報を獲得する
2人で競り合ったとき、480÷2＝240（票）ならば同票となり、当選は決まりません。

よって、これよりも１票多い240＋1＝241（票）取れば、必ず当選します。

（2） B1 情報を活用する 順序立てて変化をとらえる
480÷4＝120より、120票以下ならば、それよりも多く得票する人が必ず現れる、または、

全員が同じ得票数になるので、当選することはありません。

よって、これよりも１票多い120＋1＝121（票）取れば、当選する可能性があります。

（3） B2 情報を活用する 順序立てて変化をとらえる 特定の状況を仮定する
残りの480－250＝230（票）がすべてＢと現在１位のＡに入ったと考えます。

（90＋67＋230）÷2＝193余り1より、得票数の合計が193＋1＝194（票）になれば、Ａより

も１票多くなり、必ず当選することがわかります。

よって、あと194－67＝127（票）得票すれば、Ｂは必ず当選します。

8 　（数の性質）

10を素因数分解すると2×5です。つまり、素因数分解して２と５が両方あれば、その数は必ず

10の倍数であるといえます。また、２と５のどちらか１つでもなければ、その数は10の倍数で

はありません。この性質を利用することで、実際に計算しなくても、素因数分解を考えることで、

末尾の０の個数がわかります。

Ａ＝1×2×3×…× aとすると、Ａの末尾の０の個数は、Ａを素因数分解したときに出て

くる２と５の個数（2×5の組の数）によって決まります。また、５の個数は２の個数より

明らかに少ないので、Ａの末尾の０の個数は、Ａを素因数分解したときに出てくる５の

個数と等しいことになります。

（1） B1 情報を獲得する 視点を変える
28÷5＝5余り3、5÷5＝1より、5は5＋1＝6（個）出てくるので、［28］＝6とわかります。

（2） B3 情報を活用する 置きかえる 調べる 特徴的な部分に注目する
①�　実際に［a］の値

あたい

を調べると次の表のようになります。

　�［a］の値は、5、10、15、20というように５の倍数が出てくるごとに１ずつ増えていき

ますが、25（＝5×5）では５が一度に２個出るので、ここでは２増えてしまいます。よ

って、5は［a］の値として現れることがなく、これが最も小さい整数です。

a 1 ～ 4 5 ～ 9 10 ～ 14 15 ～ 19 20 ～ 24 25 ～ 29 ・・・・・・

［a］ 0 1 2 3 4 6 ・・・・・・
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②�　①からわかるように、［a］の値として現れることのない整数は、25の倍数のところ

に１個ずつ存在します。また、125（＝5×5×5）の倍数では５が一度に３個出るので、

125の倍数のところには２個ずつ存在します。同様に考えると、625（＝5×5×5×5）の

倍数のところには３個ずつ、3125（＝5×5×5×5×5）の倍数のところには４個ずつ、…、

というように存在することになります。そこで、a＝25、125、625、3125、…につい

て［a］の値として現れることのない整数の個数がいくつになるかを考え、それがいつ

100個目に達するかの範
はん

囲
い

をしぼります。

　・a=25のとき

　　25の倍数が１つだけなので１個

　・a=125のとき

　　25の倍数が125÷25＝５つ、125の倍数が１つ、合計で1×5＋1＝6個。

　・a＝625のとき

　　125の倍数が625÷125＝５つ、625の倍数が１つ、合計で6×5＋1＝31個。

　・a＝3125のとき

　　625の倍数が3125÷625＝５つ、3125の倍数が１つ、合計で31×5＋1＝156個。

したがって、［a］の値として現れることのない整数の個数が100個目に達するのは、aが

3125以下のときになります。

このように、［a］の値として現れることのない整数は、aが625増えるごとに31個、aが

125増えるごとに６個、aが25増えるごとに１個増えます。 そこで、100を「31、6、1」の

組み合わせで作ることに着目します。100÷31＝3余り7、7÷6＝1余り1、1÷1＝1より、

100＝31×3＋6×1＋1×1となります。したがって、［a］の値として現れることのない整

数の個数が100個目に達するとき、a＝625×3＋125×1＋25×1＝2025です。

この考え方を表で表すと次のようになります。

［2025］の値は、

2025÷5＝405

a 1～
625

626 ～
1250

1251～
1875

1876 ～
2000

2001～
2025

［a］の値として現れる
ことのない整数の個数

31個 31個 31個 6個 1個

100個
14444444244444443

a 1 ～ 25 1 ～ 125 1 ～ 625 1 ～ 3125 ・・・・・・

［a］の値として現れる
ことのない整数の個数

1個
6個

（＝1×5＋1）
31個

（＝6×5＋1）
156個

（＝31×5＋1）
・・・・・・
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405÷5＝81

81÷5＝16余り1

16÷5＝3余り1

より、405＋81＋16＋3＝505　なので、［a］の値として現れることのない100番目の整数

は504となります。
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【解　説】
1　農業に関する問題
問１　 A2 カテゴライズ想起
　育
いく

苗
びょう

は育苗箱に種
たね

籾
もみ

を播
ま

いてビニルハウス
の中で育てる作業、田起こしは固くなった土
を深く耕すなどの作業、代

しろ

かきは４月から５
月頃
ころ

にかけて行われる、肥料を全体にゆきわ
たらせ、苗

なえ

の育ちをよくする目的の作業、田
植えは苗を田に植える作業、中

なか

干
ぼ

しは７月頃
水田の水を抜

ぬ

いて一度水田を乾
かわ

かす作業、稲
刈りは実った稲を収

しゅう

穫
かく

する作業です。
問２　 A1 想起
　2017年の米の品種別生産量割

わり

合
あい

は、米
べい

穀
こく

安定供
きょう

給
きゅう

確保支
し

援
えん

機構の資料によるとコシヒ
カリが約36.2％で第１位となっています。以
下ひとめぼれ、ヒノヒカリ、あきたこまちの
順になっています。
問３　 A1 想起
　新
にい

潟
がた

県の越
えち

後
ご

平
へい

野
や

は低平で水はけの悪い土
地が多く、かつては腰

こし

まで水に浸
つ

かって稲
いな

作
さく

を行っている地
ち

域
いき

も見られましたが、現在は
地下に埋

まい

設
せつ

されたパイプから余分な水を排水
する暗きょ排

はい

水
すい

が実
じっ

施
し

され、生産性が大きく
向上しました。
問４　 A2 カテゴライズ想起
　穀

こく

物
もつ

とは米や小麦などイネ科の作物に、豆
類やソバなどを加えた作物の総

そう

称
しょう

です。栽
さい

培
ばい

が簡
かん

単
たん

で保
ほ

存
ぞん

も容易であることから、世界の
多くで主食となっています。さつまいもは野
菜の種類のひとつである根菜類に含

ふく

まれます。
問５　 A1 想起
　キャベツは群馬県では嬬

つま

恋
ごい

村、愛知県では
渥
あつ

美
み

半
はん

島
とう

、千葉県では銚
ちょう

子
し

市周辺などで主に
生産されています。2016年の生産量割合を
見ると、ピーマンは茨

いばら

城
き

県、宮
みや

崎
ざき

県、高知県、
鹿
か

児
ご

島
しま

県、トマトは熊
くま

本
もと

県、北海道、茨城県、
愛知県、ねぎは千葉県、埼

さい

玉
たま

県、茨城県、北
海道の順になっています。
問６　 A2 抽象・具体想起
　気温が低い時期にビニルハウスなどを利用
して栽培する促

そく

成
せい

栽培は、一
いっ

般
ぱん

的に冬から春
にかけて温

おん

暖
だん

な地方で多く見られます。高知

平野や宮崎平野、熊本平野などでは促成栽培
でそれぞれピーマン、きゅうり、トマトなど
を盛
さか

んに生産しています。アは抑
よく

制
せい

栽培の説
明で、標高の高い群馬県嬬恋村や長野県の野

の

辺
べ

山
やま

原
はら

などで行われています。
問７　 A3 カテゴライズ想起
　（１）は豚、（２）は日本なし、（３）はだ
いこん、（４）は茶、（５）は肉用若鶏です。
Ａは鹿児島県、Ｂは千葉県です。
問８　 A1 想起
　トレーサビリティは消費者が安心して食品
を口にできるように、農産物の生産者や仕入
れのルートなどを消費者が確

かく

認
にん

できるしくみ
です。フードバンクは消費されない食品を必
要としている人々に寄付する取り組み、コー
ルドチェーンは生

せい

鮮
せん

食料品などを生産地から
消費地まで低温で輸送するシステム、セーフ
ガードは外国からの輸入が急増したときに、
国内産業を守るために一時的に輸入を制限し
たりすることを認

みと

めた世界貿易機関のきまり
のことです。
問９　 A1 想起
　商店での売れ残りや賞味期限切れなどの理
由により、まだ食べられる食品が捨

す

てられて
いますが、これを食品ロスといいます。日本
だけで年間に約600万トンの食品が捨てられ
ています。
2　飛鳥・奈良時代の歴史に関する問題
問１　 A2 変換想起
　法

ほう

隆
りゅう

寺
じ

は聖
しょう

徳
とく

太
たい

子
し

らが607年に完成させた
と伝えられています。アの平

びょう

等
どう

院
いん

鳳
ほう

凰
おう

堂
どう

は
1053年に藤

ふじ

原
わらの

頼
より

通
みち

によって、ウの銀
ぎん

閣
かく

は足
利義政によって1489年につくられました。
エの薬

やく

師
し

寺
じ

東
とう

塔
とう

は730年頃建てられたという
説が有力です。
問２　 A2 理由・根拠想起
　聖徳太子は十七条の憲

けん

法
ぽう

で、仏教を貴
とうと

ぶこ
とや天

てん

皇
のう

への服
ふく

従
じゅう

などを定め、豪
ごう

族
ぞく

に役人と
しての心構えを示しました。
問３　 A2 具体・抽象想起
　中

なかの

大
おお

兄
えの

皇
おう

子
じ

は中
なか

臣
とみの

鎌
かま

足
たり

らと天皇中心の国づ
くりを目指して、645年に大化の改新を起こ
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しました。翌
よく

年
ねん

改新の 詔
みことのり

を出しましたが、
改新の詔には氏

し

姓
せい

制度による私
し

地
ち

私
し

民
みん

を廃
はい

止
し

し、土地や人民はすべて朝
ちょう

廷
てい

のものとすると
いう公地公民制度についても記されていま
す。またこの時初めて大化という元号が定め
られました。
問４
（１） A2 カテゴライズ想起
　文武天皇の命により701年に完成した律

りつ

令
りょう

が大
たい

宝
ほう

律令で、刑
おさ

部
かべ

親
しん

王
のう

の他に藤
ふじ

原
わらの

不
ふ

比
ひ

等
と

ら
が中心となってつくられました。この律令に
より、二官八省の組織が整えられました。中

なか

務
つかさ

省は天皇の詔などを、式部省は人事や学校
などを、治

じ

部
ぶ

省は葬
そう

儀
ぎ

や外交などを、刑
ぎょう

部
ぶ

省
は刑
けい

罰
ばつ

などをそれぞれ司る組織です。
（２） A2 変換想起
　大

だ

宰
ざい

府
ふ

は今の福
ふく

岡
おか

県に置かれていた政府の
出先機関で、「遠

とお

の朝
みか ど

廷」とも呼
よ

ばれました。
九州地方などの支配と外国からの使者の接待
などを業務としていました。
問５　 B2 理由・根拠変換
　天皇を中心として見ると、地図の左が右京、
右が左京となります。
問６　 A1 想起
　木
もっ

簡
かん

は文字を記した木札で、平
へい

城
じょう

京
きょう

や地方
の官
かん

庁
ちょう

の跡
あと

などから多数出土しています。
問７　 A2 変換想起
　国分寺は諸

しょ

国
こく

の国府付近に建立された寺
で、国家の平安を祈

いの

るために聖
しょう

武
む

天皇がつく
らせました。アは東日本に全く国分寺が見ら
れないこと、イは当時朝廷の影

えい

響
きょう

力
りょく

の及
およ

んで
いない東北地方北部や北海道に国分寺が見ら
れること、エは東日本に国分寺が集中してい
ることからそれぞれ誤

あやま

りとなります。
問８
（１） B1 想起 変換 理由・根拠
　遣

けん

唐
とう

使
し

は630年から894年の間に20回ほど
任命され、そのうち実際に唐

とう

に渡
わた

ったのは
15回ほどです。菅

すが

原
わらの

道
みち

真
ざね

は894年に遣唐使に
任命されましたが、航路の危

き

険
けん

性
せい

や唐の衰
すい

退
たい

などを理由に派
は

遣
けん

停止を求め、その結果、遣
唐使は停止されました。当時の遣唐使船の造

船技術は未
み

熟
じゅく

で、また新
しらぎ

羅と関係が悪化した
こともあって、危険な南路を航海しなければ
ならないこともあり、遭

そう

難
なん

が大変多くなって
いました。
（２） A1 想起
　阿

あ

倍
べの

仲
なか

麻
ま

呂
ろ

は717年に遣唐使とともに留学
生として唐にわたり、のち唐の高官になりま
した。『天の原～』の歌は、阿倍仲麻呂が帰
国する時の送別の宴

うたげ

の時に詠
よ

まれたとされて
います。
問９　 A1 想起
　風

ふ

土
ど

記
き

は713年に編
へん

纂
さん

が命じられた、国ご
との地名の由来や産物、伝

でん

承
しょう

などがまとめら
れた書物で、現在常

ひた ち

陸・出
いず も

雲・播
はり

磨
ま

・豊
ぶん

後
ご

・
肥
ひ

前
ぜん

の５つの風土記が残っています。古事記、
日本書紀は神話などをもとに、国のおこりや
天皇が国を支配する由来を示した歴史書、万
葉集は天皇や貴族、農民、防人の歌をおさめ
た和歌集です。
問10　 A2 カテゴライズ想起
　聖徳太子を摂

せっ

政
しょう

とした最初の女性の天皇は
第33代の推

すい

古
こ

天皇です。中大兄皇子は即
そく

位
い

後は第38代天
てん

智
じ

天皇となりました。壬
じん

申
しん

の
乱
らん

に勝利した大
おお

海
あ ま の

人皇
おう

子
じ

は第40代天武天皇
となりました。第45代の聖武天皇は、うち
続く国

こく

難
なん

を仏教の力で救ってもらうべく鎮
ちん

護
ご

国家思想に基づく国造りを進めました。
3　第二次世界大戦後の歴史に関する問題
問１
（１） A1 想起
　農地改

かい

革
かく

は第二次世界大戦後にGHQの指
示により行われた、農村の民主化などを目的
とする改革です。
（２） B1 変換
　文部科学省は、1945年９月に教科書から
戦争に関する題材などを削

さく

除
じょ

するよう通達を
出し、その結果写真のような「墨

すみ

塗
ぬ

り教科書」
が生まれました。
（３） A1 想起
　治安維

い

持
じ

法は加
か

藤
とう

高
たか

明
あき

内
ない

閣
かく

のもと1925年
に成立した法

ほう

律
りつ

で、社会主義運動を取
と

り締
し

ま
る目的で制定され、後には平和や自由を唱え
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る人々も取り締まっていくことになります。
1945年10月にGHQの指示で廃止されました。
教育基本法、独

どく

占
せん

禁止法、労働基準法はいず
れも1947年に制定されています。
問２　 A1 想起
　日本国憲法が公布された11月３日は文化
の日、施

し

行
こう

された５月３日は憲法記念日とい
う国民の祝日となっています。建国記念の日
は２月11日、昭和の日は４月29日です。
問３　 A2 比較・対照想起
　朝鮮戦争は1950年に始まり、1953年に休
戦協定が締

てい

結
けつ

されました。韓
かん

国
こく

と北
きた

朝
ちょう

鮮
せん

が建
国されたのは1948年です。警

けい

察
さつ

予備隊が発
足したのは1950年、日米安全保

ほ

障
しょう

条約が結
ばれたのは1951年です。特

とく

需
じゅ

景気とは朝鮮
戦争で必要となった大量の軍用物資をアメリ
カが日本に注文したために、経

けい

済
ざい

活動が活発
化し起きた好景気のことです。
問４　 A2 立証想起
　日本はアメリカのサンフランシスコで第二
次世界大戦の講和会議に臨

のぞ

み、日本以外の参
加国51 ヶ

か

国
こく

中48 ヶ国と平和条約を結びまし
た。日本全

ぜん

権
けん

代表として、吉
よし

田
だ

茂
しげる

首相が参加
しました。ア・イ・ウの内容の他に日本と各
連合国間の戦争状態の終

しゅう

了
りょう

、連合国への賠
ばい

償
しょう

、沖縄・小
お

笠
がさ

原
わら

諸
しょ

島
とう

がアメリカ合
がっ

衆
しゅう

国
こく

の施
し

政
せい

権
けん

下
か

におかれること、などが定められまし
た。エはそれとほぼ同時に主に日本の防衛の
ために結ばれた条約である、日米安全保障条
約に定められている内容です。
問５　 B1 理由・根拠想起
　1956年10月に日本とソ連の間で日ソ共同
宣
せん

言
げん

が出され、この宣言の中でソ連が日本の
国際連合加

か

盟
めい

についての支持を明確にしたた
め、日本は1956年12月に国連に加盟しまし
た。日本政府は択

えと

捉
ろふ

島・国
くな

後
しり

島・色
しこ

丹
たん

島・歯
はぼ

舞
まい

群
ぐん

島
とう

のいわゆる北方領土は、日本固有の領
土であると主張してソ連に返

へん

還
かん

を求めたた
め、平和条約は結ばれませんでした。現在は
ロシアに返還を求めています。
問６　 A2 カテゴライズ想起
　東京オリンピックは1964年に開かれ、そ

れに合わせて国立競技場、東海道新幹線、首
都高速道路などが建設されました。羽田空港
は1931（昭和６）年に開港しています。
問７　 B1 立証想起
　佐

さ

藤
とう

栄
えい

作
さく

内閣は1971年にアメリカと沖縄
返還協定に調印し、翌1972年に第二次世界
大戦後の1952年から、アメリカ合衆国の施

し

政
せい

権
けん

下
か

にあった沖縄の日本復帰が実現しまし
た。その結果沖縄県が発足し、使用される通
貨もドルから円に変

へん

更
こう

になりました。佐藤栄
作は1964年11月～ 1972年７月の間、首相を
務めました。
問８　 A2 理由・根拠想起
　第四次中東戦争をきっかけにアラブ諸

しょ

国
こく

が
原油価格を一気に引き上げるなどしたため石
油危

き

機
き

（オイルショック）が起きました。石
油危機により物価が激

はげ

しく高
こう

騰
とう

し、トイレッ
トペーパーなど生活必

ひつ

需
じゅ

品
ひん

が品不足状態とな
りました。また石油の価格が大

おお

幅
はば

に上
じょう　しょう

昇し
たため高度経済成長が終わり、以後低成長時
代となりました。産業構造もこれ以降いわゆ
る重

じゅう

厚
こう

長大型から軽
けい

薄
はく

短小型へ変化していく
ことになりました。
問９　 A2 比較・対照想起
　日中平和友好条約は、1978年８月に福

ふく

田
だ

赳
たけ

夫
お

内閣の園
その

田
だ

外務大臣と中国の黄
こう

華
か

外務大
臣の間で結ばれました。福田赳夫は1976年
12月～ 1978年12月の間、首相を務めました。
問10　 A1 想起
　2017年に天皇の退位等に関する皇

こう

室
しつ

典
てん

範
ぱん

特例法が制定され、現在の天皇の退位後は上
じょう

皇
こう

と呼ばれ、敬
けい

称
しょう

は陛
へい

下
か

とすることが定めら
れました。
問11　 A2 比較・対照想起
　東西ドイツが統一されたのは1990年、国
鉄が分

ぶん

割
かつ

されJRとなったのは1987年、日韓
基本条約が結ばれたのは1965年、バブル景
気が崩

ほう

壊
かい

したのは1991年です。
4　国会に関する問題
問１　 B2 想起 比較・対照 理由・根拠
　一票の格差とは国会議員１人あたりの有

ゆう

権
けん

者
しゃ

数
すう

が選挙区によって異
こと

なるため、一票の価
か
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値
ち

に差が生まれ、憲法第14条で保障された
平等権を侵

しん

害
がい

していることをいい、裁
さい

判
ばん

所
しょ

は
その是

ぜ

正
せい

を判決で命じています。そのため
2016年の参議院選挙からどの都道府県から
も最低１人の参議院議員が選出される制度を
改め、鳥取県と島根県、高知県と徳島県を合
わせて１つの選挙区とする改正公職選挙法が
2015年７月に成立し、それにより一票の格
差は最大3.08倍に縮

ちぢ

まりました。しかし合
ごう

区
く

となった県の立候補者は、選挙区が広がり未
知の地域での選挙活動を強いられ、有権者か
らはすべての都道府県から最低でも１人の議
員が選出される制度が崩れたため、不満の声
が出ています。
問２　 A2 立証想起
　二院制の長所としては審

しん

議
ぎ

を慎
しん

重
ちょう

に行うこ
とができることですが、時間がかかることや
議員の歳

さい

費
ひ

（給料）など多くの経費がかかる
という短所もあります。現在の国会は衆

しゅう

議
ぎ

院
いん

と参議院からなりますが、第二次世界大戦前
は衆議院と貴

き

族
ぞく

院
いん

の二院からなっていまし
た。貴族院の議員は華

か

族
ぞく

という特別な身分か
ら選出されていました。
問３　 A1 想起
　衆議院議員の定数は2017年に、475人から
465人に変更されました。小選挙区から289
人、11の比例区から176人が選出されます。
参議院議員は選挙区から146人、比例代表か
ら96人が選出されます。小選挙区制は一選
挙区から１名の代表を選出する方法です。
問４　 A1 想起
　国会議員の被

ひ

選
せん

挙
きょ

権
けん

については、公職選挙
法で定められています。参議院議員の被選挙
権の年

ねん

齢
れい

が30歳
さい

と、衆議院議員の25歳より
も高くなっているのは、参議院議員にはいろ
いろな分野の知識や経験を持った人がなり、
衆議院の行き過ぎを抑

おさ

えることが理想とされ
ているためです。両議院の議員の任期につい
ては、憲法第45条、第46条にそれぞれ定め
られています。通常国会（常会）は毎年１回
１月から会期150日間で開かれます。
問５　 A2 立証想起

　小選挙区の長所には他に、選挙にかかる費
用が少なくてすむ、有権者が候

こう

補
ほ

者
しゃ

をよく知
ることができるなどがあります。短所として
は少数意見が反映されにくい、死票が多く出
るなどがあげられます。
問６　 A1 想起
　臨
りん

時
じ

国会（臨時会）は内閣またはどちらか
の議院の総議員の４分の１以上の要求があっ
た時に臨時に開かれます。国会の本会議の表
決については、憲法第56条で、「両議院の議
事は、（中略）出席議員の過半数でこれを決し、
可
か

否
ひ

同数のときは、議長の決するところによ
る。」と定められています。本会議の定足数
については、同じく憲法第56条で、「両議院
は、各々その総議員の三分の一以上の出席が
なければ、議事を開き議決することができな
い。」と定められています。
問７　 A1 想起
　特別国会（特別会）は、衆議院の解散によ
る総選挙の日から30日以内に召

しょう

集
しゅう

される国
会で、すべての案件に先だって内閣総理大臣
の指名を行います。
問８　 A1 想起
　公

こう

聴
ちょう

会
かい

は予算案など重要な議案については
必ず開くことになっています。
問９　 A2 理由・根拠想起
　衆議院の優

ゆう

越
えつ

が認められる理由は、衆議院
の方が参議院よりも任期が短く解散もあるた
め、国民の意思をより反映している、と考え
られているからです。
問10　 A1 想起
　弾
だん

劾
がい

裁判所は、罷
ひ

免
めん

の訴
そ

追
つい

（裁判官をやめ
させるための訴

うった

え）を受けた裁判官を罷免す
るかどうかの裁判をするために両議院の議員
で組織され、国会に設置されることが憲法第
64条に定められています。

（記述問題の採点について）
・�解答の字数制限に従っていない場合
　…不正解
・�明らかな誤字・脱字がある場合
  …－１点
・�文章・文末表現の不備がある場合
  …－１点
4問１
「選挙運動」の語句が使用されていない場合
  …不正解
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小学6年  理科  ── 解答と解説

1

（完答） 

45

（1）

（6） （7）

47 48 49

（3） （4） （5）

39 40 41

（4） （5） （6）

42 43 44

（7） （8） （9）

g ％

23 24 25 26

（3） （4）

枚 本

30 31 32

（1） （2） （3）

℃ ℃

33 34 35

（4） （5） （6）

℃ ： ： ℃

（完答）27 28 （完答）29

（5） （6） （7） 4

2

3

50 51

（1） （2）

21 22

（1） （2）

36 37

から。

（3）

38

（2）

46

ニ
ン
ジ
ン

キ
ャ
ベ
ツ

花
び
ら

お
し
べ

□1　（3）（4）各2点×4＝8点
　　他各4点×5＝20点
□2　各4点×6＝24点
□3　各3点×9＝27点
□4　各3点×7＝21点

計100点

（配点）

ア

エ ウ エ

エ ア イ

ウ 10.3 12.5

イ ウ

はい乳 エ

内炎 A

ウ ア 4 6

A 47.5 17.5

100 6　3　2 14

ア・ウ 光合成 ア・エ

た く さ ん の 酸 素 と ふ れ あ

う こ と が で き る

月 が 公 転 す る 軌 道 は き れ い な

円 で は な い か ら 。

理科─解答と解説



1

（完答） 

45

（1）

（6） （7）

47 48 49

（3） （4） （5）

39 40 41

（4） （5） （6）

42 43 44

（7） （8） （9）

g ％

23 24 25 26

（3） （4）

枚 本

30 31 32

（1） （2） （3）
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33 34 35
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（完答）27 28 （完答）29

（5） （6） （7） 4

2

3
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（1） （2）

21 22

（1） （2）

36 37

から。

（3）

38

（2）

46

ニ
ン
ジ
ン

キ
ャ
ベ
ツ

花
び
ら

お
し
べ

□1　（3）（4）各2点×4＝8点
　　他各4点×5＝20点
□2　各4点×6＝24点
□3　各3点×9＝27点
□4　各3点×7＝21点

計100点

（配点）

ア

エ ウ エ

エ ア イ

ウ 10.3 12.5

イ ウ

はい乳 エ

内炎 A

ウ ア 4 6

A 47.5 17.5

100 6　3　2 14

ア・ウ 光合成 ア・エ

た く さ ん の 酸 素 と ふ れ あ

う こ と が で き る

月 が 公 転 す る 軌 道 は き れ い な

円 で は な い か ら 。
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【解　説】

1　いろいろな植物についての問題

（1） A1 知識
　イネは有はい乳種子で、私たちが主に食

用としている図１のＰははい乳とよばれる

部分です。はい乳には発芽のときの養分が

ふくまれていて、イネの場合その主な成分

はでんぷんです。

（2） A1 知識
　イネは、発芽のときに子葉が１枚しか出

ない単
たん

子
し

葉
よう

類
るい

のなかまで、成長したときの

根は、エのように同じような太さの根が放

射状にのびるひげ根となります。一方、双
そう

子
し

葉
よう

類
るい

ではウのように主根と側根を持つよ

うな根になります。

（3） A2 知識 分類
　キアゲハの幼虫は、ニンジンやパセリと

いったセリ科の葉を食べて成長します。ま

た、モンシロチョウの幼虫は、キャベツや

ダイコンなどのアブラナ科の葉を食べて成

長します。一方、ナミアゲハの幼虫はミカ

ンやカラタチなどの葉を、カイコガの幼虫

であるカイコはクワの葉をそれぞれ食べま

す。

（4） A1 知識
　アブラナの花には、十字にならんだ４枚

の黄色い花びらがついていて、その中に１

本のめしべと６本のおしべが見られます。

（5） A2 知識 分類
　おしべの無い『め花』とめしべの無い『お

花』といった２種類の花を咲かせるものに

は、ツルレイシやカボチャなどのウリ科の

植物に加え、イチョウやスギなどのらし植

物、そしてトウモロコシなどがあります。

（6） A2 知識 比較
　葉緑体を持つ植物は、光合成を行うこと

によって自らの体の中に養分を作り出すこ

とで生活していますが、シイタケなどのキ

ノコのなかまは葉緑体を持たず、ほかの植

物に付着してそこから栄養分を吸収するこ

とによって生活しています。

（7） A2 知識 分類
　私たちが食用としているレンコンは、ハ

スが水中にのばしたくきの部分です。また、

セロリも主に食用としているのはくきの部

分です。したがって、答えはアとエになり

ます。サツマイモは根の一部が太くなった

ものを、ナガネギは葉がつつ状に長くのび

たものを食用としています。

2　電流による発熱についての問題

（1） B1 根拠 比較
　ニクロム線のように、電流がとても通り

にくい物質に電源を接続すると熱が発生し

て、図１のようにしたビーカー内の水は温

度が上昇します。このとき、電熱線に流れ

る電流が大きくなるほど、たくさんの熱が

発生する性質があるため、図２のグラフで

同じ時間での温度上昇が最も大きくなって

いる電熱線Ａに、最も大きな電流が流れて

いると考えられます。

（2） B1 抽出 変換
　図２の電熱線Ａのグラフにより、10分

間に水温が10℃から35℃まで、25℃上昇

していることがわかります。このことから、

電流を流す時間を10分から15分へ、15÷

10＝1.5（倍）に長くすると、上昇する温度

も1.5倍の、25×1.5＝37.5（℃）となるため、
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15分後の水温は、10＋37.5＝47.5（℃）にな

ると考えられます。

（3） B1 抽出 変換
　図２の電熱線Ｂのグラフにより、４分後

には水温が５℃上昇していることがわかり

ます。したがって、その３倍となる12分

後には、5×3＝15（℃）上昇するはずです。

しかし、温める水の量を２倍の200gに増

やしたため、水温は 1
2 倍しか上昇しな

いので、上昇した温度は、15× 1
2 ＝7.5

（℃）になります。よって、12分後の水温は、

10＋7.5＝17.5（℃）と求められます。

（4） B1 抽出 変換
　図２の電熱線Ｃのグラフにより、６分後

には水温が５℃上昇していることがわかり

ます。したがって、１時間後（＝60分後）

には、5×10＝50（℃）上昇するはずですが、

水の量が 1
2 倍の50gしかないため、50×

2＝100（℃）上昇して、25＋100＝125（℃）

になると計算できます。しかし、水は100

℃になると沸とうしてしまい、それ以上温

度が上昇しなくなるため、１時間後の水温

は100℃であると考えられます。

（5） B1 抽出 変換
　図２のグラフにより、水温が10℃から

15℃に５℃上昇するのに、電熱線Ａは２

分、電熱線Ｂは４分、電熱線Ｃは６分かか

っていることがわかります。２と４と６の

最小公倍数となる12分経過したときの上

昇温度を考えると、Ａは5×6＝30℃、Ｂ

は5×3＝15℃、Ｃは5×2＝10℃上昇する

ことがわかります。このことから、同じ時

間あたりに電熱線が出す熱の量の比は、

30：15：10＝6：3：2と求められます。

（6） B1 置換 変換
　（5）により、電熱線の長さを2cmから

4cm・6cmと２倍・３倍に長くしたとき、

発熱量が 1
2 倍・ 1

3 倍と少なくなるこ

とがわかるため、電熱線の長さを４倍の

8cmにしたときの発熱量は、１分あたりに

2.5℃上昇していた電熱線Ａの 1
4 倍の発

熱量となることが予想できます。したがっ

て2.5倍の水に電熱線Ｄを入れて16分間電

流を流すと、2.5×16× 1
4 ÷2.5＝4（℃）

だけ上昇し、10＋4＝14（℃）になります。

3　ものの燃焼についての問題

（1） A1 知識
　図１に描かれたろうそくの炎

ほのお

で、Ａの部

分は外
がい

炎
えん

、Ｂの部分は内
ない

炎
えん

、Ｃの部分は炎
えん

心
しん

です。

（2） A1 知識
　ろうそくの炎はＡの外炎が最も高温にな

っていて、内炎→炎心と炎の中心に近づく

につれて温度が下がっていきます。

（3） B2 比較 根拠 具体
　ものが燃えるためには、燃えるものがあ

ること、発火点以上の温度になること、酸

素があることの３つの条件がすべて必要に

なります。外炎の部分のまわりには、もの

が燃えるのに必要な酸素がたくさんあるた

め、しんの先から出たろうの気体が完全に

燃えるため温度が高くなっています。

（4） B1 根拠 抽出
　ろうそくの炎によってあたためられた空

気はぼう張し、まわりよりも軽くなるため

に、ろうそくのまわりには下から上に向か

う空気の流れができています。ろうそくの
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『ふちの部分』は、この

ような下からくる空気

によってたえず冷やさ

れているために、炎の

熱でとかされにくい状

態となっています。

（5） B1 抽出 比較
　ろうそくが燃え続けるためには、液体と

なったろうがしんの中を通って（しみこん

で）、たえずしんの先からろうの気体が出

ていることが必要です。しかし、しんをピ

ンセットなどで強くつまむと、液体のろう

がしんの中を上がってこれなくなり火は消

えてしまいます。ろうそくの炎をふき消す

のも、これと同じように燃えるもの（ろう

の気体）をふきとばすことによって火を消

したことになります。イは燃えるのに十分

な酸素がなくなることによって火が消えた

例で、ウとエは水や金あみが熱をうばって

発火点以下の温度に下がることによって火

が消えた例です。

（6） A2 知識 根拠
　ろうそくの炎をふき消しても、しばらく

の間はしんの先からろうの気体は蒸発して

います。しかし、このろうの気体はまわり

の空気によってすぐ冷やされ、細かいろう

の液体に変化するために白いけむりとなっ

て見えるようになります。

（7） A2 知識 根拠
　糸状になった鉄を集めたものがスチール

ウールです。これをガスバーナーの炎など

で強く加熱すると、鉄が固体の状態のまま

で燃えるため炎は出さず、パチパチと火花

をあげたりしながら赤くなって燃えます。

（8） B1 抽出 変換
　鉄が燃えると、空気中の酸素と結びつい

て酸化鉄へと変化します。図３のグラフで、

1.4gの鉄を完全に燃やすと1.8gの酸化鉄に

なることがわかるので、8gの鉄を完全に燃

やしたときは、8× 1.8
1.4 ＝10.28…＝10.3

（g）になります。

（9） B1 根拠 置換
　1.4gの鉄を完全に燃やすと1.8gの酸化鉄

になったので、このとき鉄と結びついた酸

素は、1.8−1.4＝0.4（g）になります。20g

の鉄を加熱して25gになったので、5gの酸

素と結びついたことになり、20gの鉄の中

で燃焼したものは、1.4× 5
0.4 ＝17.5（g）

であったとわかります。したがって、燃え

ることなく残った鉄は、20−17.5＝2.5（g）

になり、その割合は、2.5÷20×100＝12.5

（％）と求められます。

4　月食についての問題

（1） A2 知識 根拠

　図のように、太陽の光が地球に当たると、

まったく光が届かない本影の部分と、届く

光の量が少なくなった半影の部分ができま

す。月の一部が本影に入ると部分月食にな

り、月のすべてが本影に入ると皆既月食に

なりますが、図のような半影の位置に月が

あるときは、普段見える形とほとんど変わ

ることのない満月が見られます。

空気の
流れ

太陽 地球
半影

半影

本影

月
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（2） B2 知識 根拠 具体
　月が地球のまわりを公転する軌道は、き

れいな円にはなっていないため、地球と月

の間の距離は少しずつ変化します。その中

で、地球から月までの距離が短くなるとい

つもより大きく満月が見える『スーパーム

ーン』となります。

（3） B1 根拠 比較
　月が地球のまわりを27.3日かけて１周

（360度）公転する間に、地球も太陽のまわ

りを27.3度ほど公転しているため、あと

2.2日ほど余計に月が公転しないとはじめ

と同じような太陽・地球・月の位置関係に

はなりません。

【下図を参照】

（4） B1 知識 変換
　1月31日から数えると、2月は28日あり、

3月は24日あるため、3月24日は28＋24＝

52（日後）になります。満ち欠けの周期は

29.5日だったため、この52日後までに１周

期と22.5日経過したことになります。そこ

で、月の満ち欠けがほぼ7.5日ごとに満月

→下げんの月→新月→上げんの月→満月と

形を変えることから考えて、3月24日はウ

のような上げんの月になることがわかりま

す。

（5） B1 根拠 置換
　上げんの月が南中したときは、向かって

右半分が明るくなって見えることから、月

の右半分が西の空にある太陽の光によって

照らされていることがわかります。したが

って、上げんの月が南中するのは、太陽が

西の空にしずむ夕方18時ごろになります。

（6） A2 知識 抽出
　本影の中に入った月には太陽の光がまっ

たく届かないはずですが、地球の表面にあ

る大気（空気）の層を太陽光線が通過すると

きに屈折するとともに、赤色以外の光は大

気の層で散乱してしまい、本影の中にある

月に赤色の光だけが届くようになります。

このようにして赤銅色に見えた皆既月食中

の月を『ブラッドムーン』とよんでいます。

【下図を参照】

（7） A2 抽出 根拠
　西の空の地平線にしずもうとする太陽が

赤く見えるのも、高い空にある太陽の光線

とくらべて夕方の光線が大気の層を長く通

過することによって起こる現象です。

（記述問題の採点について）
・�解答の字数制限にしたがっていな
い場合…不正解
・�明らかな誤字・脱字がある場合
  …－１点
・�文章表現の不備がある場合
  …－１点

4（2）
・�『軌道』『公転』のことばが入ってい
ない場合…不正解

月
太陽

地球の公転

はじめ

27.3日後
2.2日

１回公転

地球

赤色の光
太
陽
光
線

大気の層

月の公転

月

理科─解答と解説



小
学
六
年
　

国
　
語 

─
─
─ 

解
答
と
解
説

6
①

②

③

⑤

④

2 1
問一
Ａ

Ｂ

22

21

Ｃ

23

Ｄ

24

問二

25

問三

26

問四
1

2

28

27

3

29

4

30

問五

31

問六

32

問一
Ａ

38

Ｂ

39

Ｃ

40

Ｄ

41

問二
1

42

問八
ア

34

イ

35

ウ

36

エ

37

67

66

65

64

63

5
①

②

③

④
61

60

59

62

①

②

③

④
57

56

55

58

問七

問八

問九

50

49

48

4
③

④

54

53

①

②

52

51

3
問七

33

2

問三

問四
44

問五
45

43

問六
46

47（配点）
1
2
3 4 5 6

　〔問一・四・八〕各３点、〔問七〕７点、他各５点
　〔問一・六・七〕各３点、他各５点
　　　　各２点

計150点

問二

困

難

支

将

来

綿

密

背

景

せ

る

ま

い

ら

し

い

た

い

ク

オ

キ

息

ウ

ウ

カ

意

気

投

合

我

田

引

水

臨

機

応

変

前

代

未

聞

ま

と

め

よ

う

す

き

間

ウ

イ

エ

ア

ウ

エ

エ

ウ

イ

ア

エ

キ

ー

ワ

ー

ド

エ

ウ

イ

ア

×

○

×

×

猛

烈

な

個

性

エ

首

イ

会

話

は

空

中

を

流

れ

て

い

く

イ

メ

ー

ジ

が

あ

る

た

め

に

、

つ

か

ま

え

ど

こ

ろ

が

な

い

が

、

本

は

文

字

が

固

定

さ

れ

て

い

る

た

め

に

、

ふ

り

返

っ

て

要

点

を

探

し

や

す

い

か

ら

。

国語─解答と解説



6
①

②

③

⑤

④

2 1
問一
Ａ

Ｂ

22

21

Ｃ

23

Ｄ

24

問二

25

問三

26

問四
1

2

28

27

3

29

4

30

問五

31

問六

32

問一
Ａ

38

Ｂ

39

Ｃ

40

Ｄ

41

問二
1

42

問八
ア

34

イ

35

ウ

36

エ

37

67

66

65

64

63

5
①

②

③

④
61

60

59

62

①

②

③

④
57

56

55

58

問七

問八

問九

50

49

48

4
③

④

54

53

①

②

52

51

3
問七

33

2

問三

問四
44

問五
45

43

問六
46

47（配点）
1
2
3 4 5 6

　〔問一・四・八〕各３点、〔問七〕７点、他各５点
　〔問一・六・七〕各３点、他各５点
　　　　各２点

計150点

問二

困

難

支

将

来

綿

密

背

景

せ

る

ま

い

ら

し

い

た

い

ク

オ

キ

息

ウ

ウ

カ

意

気

投

合

我

田

引

水

臨

機

応

変

前

代

未

聞

ま

と

め

よ

う

す

き

間

ウ

イ

エ

ア

ウ

エ

エ

ウ

イ

ア

エ

キ

ー

ワ

ー

ド

エ

ウ

イ

ア

×

○

×

×

猛

烈

な

個

性

エ

首

イ

会

話

は

空

中

を

流

れ

て

い

く

イ

メ

ー

ジ

が

あ

る

た

め

に

、

つ

か

ま

え

ど

こ

ろ

が

な

い

が

、

本

は

文

字

が

固

定

さ

れ

て

い

る

た

め

に

、

ふ

り

返

っ

て

要

点

を

探

し

や

す

い

か

ら

。

国語─解答と解説



【
解　

説
】

　

�　

齋さ
い

藤と
う

孝た
か
し

「
読
書
力
」
よ
り
出
題
し
ま
し
た
。

　

�
質
の
高
い
会
話
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
質
の
高
い
会
話
を
す
る
た

め
に
、
読
書
が
ど
の
よ
う
な
役
割
を
は
た
す
の
か
に
着
目
し
て
文
章
を

読
み
進
め
ま
し
ょ
う
。

問
一　

Ａ
２
知
識
関
係

　
　

接
続
語
の
問
題
で
す
。

　

Ａ�　
「
む
だ
に
終
わ
ら
ず
き
ち
ん
と
相
手
に
と
ど
い
て
」
と
い
う
こ
と

に
、「
生
か
さ
れ
て
い
る
」
を
つ
け
加
え
て
い
ま
す
。「
し
か
も
」
が

適
当
で
す
。

　

Ｂ�　
「
…
…
こ
の
程
度
の
こ
と
な
ら
ば
、
読
書
を
し
な
く
て
も
」
と
、

そ
れ
ま
で
の
内
容
を
否
定
し
て
い
ま
す
。「
し
か
し
」
が
入
り
ま
す
。

　

Ｃ�　
「
相
手
の
こ
と
ば
を
引
用
し
て
会
話
に
組
み
こ
め
る
技
」
を
「
地

下
に
も
ぐ
っ
て
し
ま
っ
た
水
脈
を
、
も
う
一
度
ほ
り
起
こ
す
」
と
た

と
え
て
い
る
の
で
「
い
わ
ば
」
が
入
り
ま
す
。

　

Ｄ�　
「
も
う
一
度
舞ぶ

台た
い

に
上
げ
る
」
と
い
う
動
作
に
よ
っ
て
、「
現
在

の
話
と
が
結
び
つ
く
」
と
い
う
結
果
が
生
ま
れ
ま
す
。
ま
え
の
動
作

が
あ
と
の
結
果
を
導
く
と
き
に
は
「
す
る
と
」
が
使
わ
れ
ま
す
。

問
二　

Ｂ
１
理
由
置
換

　
　
「
ま
っ
た
く
別
の
自
分
だ
け
に
関
心
の
あ
る
話
を
し
た
な
ら
ば
、
相

手
は
う
ん
ざ
り
し
て
き
て
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
相
手
の
話
を
聞
こ

う
と
い
う
姿
勢
が
感
じ
ら
れ
な
い
か
ら
で
す
。
会
話
を
成
り
立
た
せ
る

に
は
、「
相
手
の
話
の
要
点
を
つ
か
み
」
と
い
う
よ
う
に
、
相
手
の
話

を
真し
ん

剣け
ん

に
聞
く
態
度
が
必
要
だ
と
、
本
文
に
は
書
か
れ
て
い
ま
す
。

問
三　

Ｂ
１
具
体
化

　
　
「
し
っ
か
り
と
相
手
の
言
っ
て
い
る
こ
と
の
幹
を
お
さ
え
て
、
そ
れ

を
よ
り
の
ば
す
よ
う
に
話
を
す
る
の
が
会
話
の
王
道
だ
」
と
書
か
れ
て

い
ま
す
。
話
の
要よ
う

旨し

を
と
ら
え
、
会
話
に
広
が
り
を
も
た
せ
る
よ
う
な

う
け
こ
た
え
が
必
要
な
の
で
す
。

問
四　

Ｂ
１
関
係

　
　

そ
れ
ぞ
れ
前
後
の
関
係
、
と
く
に
ま
え
の
部
分
に
着
目
し
て
、
導
か

れ
る
も
の
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

１�　
「
お
た
が
い
に
も
り
上
が
る
」、「
あ
い
づ
ち
だ
け
で
も
」
と
い

う
流
れ
か
ら
導
か
れ
る
も
の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。
あ
い
づ
ち
だ
け
で

は
、
話
を
完
全
に
理
解
し
た
か
ど
う
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
少
な

く
と
も
き
ち
ん
と
聞
い
て
い
る
こ
と
は
わ
か
り
ま
す
。
相
手
は
話
し

や
す
く
な
る
は
ず
で
す
。
そ
れ
が
「
潤じ
ゅ
ん

滑か
つ

油ゆ

」
の
役
割
で
す
。

　

２�　
「
自
分
の
こ
と
ば
で
言
い
か
え
る
」
た
め
に
は
、「
抽ち
ゅ
う

象し
ょ
う

的て
き

な
も

の
は
、
具
体
的
な
も
の
に
少
し
直
し
…
…
」
と
い
う
よ
う
に
、
相
手

の
話
を
理
解
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

相
手
に
は
「
理
解
し
つ
か
ま
え
て
い
る
こ
と
」
が
伝
わ
り
ま
す
。

　

３�　
「
一
般
的
な
発
言
に
対
し
て
は
具
体
例
を
、
具
体
例
を
相
手
が
あ

げ
れ
ば
、
そ
れ
を
一
般
化
す
る
」
と
い
う
や
り
と
り
が
続
け
ば
、
会

話
が
と
ぎ
れ
る
こ
と
な
く
、
し
か
も
、
広
が
り
を
も
っ
て
い
き
ま
す
。

　

４�　
「
自
分
の
過
去
に
話
し
た
話
と
現
在
の
話
と
が
結
び
つ
く
」
と

い
う
の
は
、
話
し
手
自
身
が
結
び
つ
い
て
い
な
か
っ
た
、
話
し
手
自

身
脈み
ゃ
く

絡ら
く

が
つ
い
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
、
聞
き
手
が
脈
絡
を
つ
け

て
く
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

問
五　

Ａ
１
知
識
置
換

1
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こ
の
「
の
」
は
「
が
」
と
言
い
か
え
ら
れ
ま
す
。
例
文
は
、「
自
分

が
言
い
た
い
こ
と
だ
け
言
っ
て
…
…
」
と
な
り
、
エ
も
「
メ
モ
を
取
る

習
慣
が
あ
る
人
」
と
言
い
か
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
六　

Ｂ
１
置
換

　
　
「
会
話
を
し
て
い
て
相
手
が
喜
ぶ
の
は
、
…
…
」
の
段
落
に
「
自
分

の
発
言
の
中
で
も
、
重
要
だ
と
自
分
が
感
じ
て
い
た
こ
と
ば
（
キ
ー
ワ

ー
ド
）」
と
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
キ
ー
ワ
ー
ド
に
チ
ェ
ッ
ク
を
す
る
と

「
あ
と
で
そ
の
チ
ェ
ッ
ク
が
生
き
て
く
る
」
の
で
す
。

問
七　

比
較

Ｂ
２
筋
道
理
由

　
　

読
書
（
本
）
と
会
話
と
の
ち
が
い
を
述
べ
た
と
こ
ろ
を
さ
が
し
ま
し

ょ
う
。「
本
」「
読
書
」
と
い
う
こ
と
ば
を
さ
が
す
と
い
い
で
す
ね
。
す

る
と
「
会
話
は
空
中
を
流
れ
て
い
く
イ
メ
ー
ジ
な
の
で
、
つ
か
ま
え
ど

こ
ろ
が
な
い
」
と
「
そ
れ
に
対
し
て
、
本
は
文
字
が
固
定
さ
れ
て
い
る

の
で
、
ふ
り
返
っ
て
要
点
を
探
し
や
す
い
」
と
い
う
部
分
が
み
つ
か
り

ま
す
。
あ
と
は
こ
の
二
文
を
う
ま
く
つ
な
げ
れ
ば
、正
解
と
な
り
ま
す
。

　

※�　

設
問
の
指
示
や
字
数
・
文
字
指
定
に
従
っ
て
い
な
い
も
の
は
不
正

解
と
し
ま
す
。
た
だ
し
、
誤
字
脱だ
つ

字じ

が
一
つ
の
場
合
は
減
点
１
点
、
二

つ
あ
る
場
合
は
減
点
２
点
、
そ
れ
以
上
は
不
正
解
と
し
ま
す
。
ま
た
回

答
の
説
明
に
過
不
足
が
あ
る
場
合
は
減
点
３
点
と
し
ま
す
。

問
八　

Ｂ
１
比
較

　
　

そ
れ
ぞ
れ
本
文
と
比ひ

較か
く

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

ア�　
「
だ
れ
に
で
も
で
き
る
こ
と
で
も
あ
る
」
は
あ
や
ま
り
で
す
。
本

文
に
は
「
語ご

彙い

が
豊
富
で
あ
る
必
要
が
あ
る
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

イ�　

合
っ
て
い
ま
す
。
本
文
に
「
メ
モ
を
取
る
習
慣
の
あ
る
人
は
、
自

分
の
脈
絡
だ
け
で
話
を
し
な
い
よ
う
に
な
る
」と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

ウ�　
「
会
話
と
読
書
と
が
結
び
つ
く
も
の
で
は
な
い
」
は
完
全
に
あ
や

ま
り
で
す
。
本
文
に
は
、
く
り
返
し
「
…
…
つ
か
ま
え
る
力
は
、
読

書
を
通
じ
て
要
約
力
を
き
た
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
格
段
に
向
上
す
る
」

と
い
う
よ
う
に
、
読
書
の
効
用
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

エ�　
「
脈
絡
の
な
い
話
し
か
で
き
な
い
」
と
は
言
い
切
っ
て
い
ま
せ
ん
。

取
り
上
げ
ら
れ
た
の
は
、「
友
だ
ち
同
士
の
会
話
を
聞
い
て
い
る
」

と
い
う
例
で
、
脈
絡
が
な
い
か
ど
う
か
ま
で
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　

�　

中
沢
け
い
の
「
楽
隊
の
う
さ
ぎ
」
か
ら
出
題
し
ま
し
た
。

　

主
人
公
の
克か
つ

久ひ
さ

の
気
持
ち
の
ほ
か
、
彼
を
と
り
ま
く
、
登
場
人
物
の
気

持
ち
も
あ
わ
せ
て
読
み
と
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
一　

Ａ
２
知
識
関
係

　
　

ふ
さ
わ
し
い
状じ
ょ
う

況き
ょ
う

を
表
す
副
詞
を
入
れ
て
い
く
問
題
で
す
。

　

Ａ�　

う
さ
ぎ
が
い
っ
ぱ
い
出
て
く
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、「
わ
い
わ

い
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
ひ
ょ
こ
ひ
ょ
こ
」
が
入
り
ま
す
。

　

Ｂ�　

ベ
ン
ち
ゃ
ん
（
森
先
生
）
が
は
げ
し
く
怒お
こ

っ
た
直
後
で
す
か
ら
、

「
ぎ
く
し
ゃ
く
」
で
は
な
く
、「
ぴ
り
ぴ
り
」
が
最
適
で
す
。

　

Ｃ�　

山や
ま

村む
ら

正ま
さ

男お

と
谷や

崎ざ
き

弓ゆ
み

子こ

に
つ
い
て
は
、
ほ
か
の
部
分
で
も
、「
ち

ぐ
は
ぐ
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
近
い
の
は
「
ぎ
く
し
ゃ
く
」

で
す
。
ふ
た
り
の
関
係
が
「
ぴ
り
ぴ
り
」
し
た
も
の
な
ら
、
い
っ
し

ょ
に
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
を
回
し
て
「
こ
れ
な
ら
合
う
ん
だ
け
ど
」
な
ど

と
は
言
っ
て
い
ら
れ
な
い
で
し
ょ
う
。

　

Ｄ�　
「
は
た
か
ら
わ
い
わ
い
と
言
っ
て
も
」
で
、
ま
わ
り
か
ら
余
計
な

口
出
し
を
す
る
と
い
う
意
味
に
な
り
ま
す
ね
。

2
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問
二　

Ｂ
１
理
由

　
　

後
半
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。「
切
り
出
し
た
音
を
組
み
合
わ
せ
な
が

ら
、
ぴ
っ
た
り
と
合
え
ば
曲
の
全ぜ
ん

貌ぼ
う

が
現
れ
る
は
ず
だ
」
と
あ
り
、
こ

の
あ
と
に
合
わ
な
い
理
由
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。「
今
年
は
ひ
と
り
ひ

と
り
が
切
り
出
し
た
音
が
猛も
う

烈れ
つ

な
個
性
を
主
張
し
て
い
た
」
あ
る
い
は

「
今
年
は
ひ
と
り
ひ
と
り
が
作
り
出
し
た
音
が
猛
烈
な
個
性
を
主
張
し

て
い
る
」
の
い
ず
れ
か
を
使
え
ば
、
答
え
が
作
れ
ま
す
。

　
　

で
は
、
そ
の
音
を
ま
と
ま
り
の
あ
る
も
の
に
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば

い
い
の
で
し
ょ
う
。
そ
の
点
も
こ
の
後
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。「
…
…

言
っ
て
も
、
少
し
も
ま
と
ま
り
は
つ
か
な
い
。
メ
ン
バ
ー
の
な
か
に
ま

と
め
よ
う
と
い
う
気
持
ち
が
生
ま
れ
な
い
限
り
…
…
」
と
あ
り
ま
す
。

ど
う
や
ら
メ
ン
バ
ー
た
ち
に
は
「
ま
と
め
よ
う
と
い
う
気
持
ち
」
が
不

足
し
て
い
る
よ
う
で
す
ね
。

問
三　

Ｂ
１
理
由
推
論

　
　

克
久
自
身
も
、
な
ぜ
う
さ
ぎ
が
出
て
く
る
の
か
は
っ
き
り
と
は
わ
か

っ
て
い
な
い
よ
う
で
す
が
、
そ
の
理
由
を
想
像
し
て
い
る
部
分
が
あ
り

ま
す
。「
克
久
が
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
、
ブ
ラ
バ
ン
（
ブ
ラ
ス
バ
ン

ド
）
の
メ
ン
バ
ー
が
変
わ
っ
た
の
か
、
よ
く
わ
か
ら
な
か
っ
た
が
、
な

ん
だ
か
、
す
き
間
が
で
き
た
。
う
さ
ぎ
が
そ
の
す
き
間
に
ひ
ょ
っ
こ
り

と
顔
を
出
す
の
だ
」
の
部
分
で
す
。
克
久
の
心
の
な
か
に
、
ブ
ラ
ス
バ

ン
ド
や
そ
の
仲
間
に
対
し
て
心
の
へ
だ
た
り
、
つ
ま
り
「
す
き
間
」
が

で
き
て
し
ま
っ
た
か
ら
な
の
で
す
。

問
四　

Ｂ
１
理
由
推
論

　
　
「
こ
の
場
合
、
一
年
生
の
マ
ル
ち
ゃ
ん
の
く
っ
た
く
の
な
さ
は
、
息

ぬ
き
に
は
ち
ょ
う
ど
よ
か
っ
た
」
と
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
ち
ょ
う
ど
い

い
、
ち
ょ
っ
と
楽
し
ん
で
み
よ
う
と
い
う
こ
と
で
マ
ル
ち
ゃ
ん
を
か
ら

か
っ
て
み
た
の
で
す
ね
。

問
五　

Ｂ
１
理
由
推
論

　
　
「
と
き
に
は
そ
こ
へ
部
長
連
が
合
流
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
っ
た
」

と
い
う
こ
と
ば
か
ら
は
、
意
識
的
に
、
部
長
連
で
話
し
合
わ
れ
た
内
容

を
聞
き
出
そ
う
と
い
う
意
識
は
う
か
が
え
ま
せ
ん
。
よ
っ
て
ア
や
イ
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ウ
の
「
夜
風
が
気
持
ち
の
良
い
季
節
」
も
理
由
の
一

つ
に
は
な
る
で
し
ょ
う
が
、「
…
…
ま
だ
明
か
り
が
つ
い
て
い
た
。
た

ぶ
ん
部
長
連
は
ま
だ
も
め
て
い
る
に
ち
が
い
な
か
っ
た
」
と
い
う
表
現

か
ら
は
、
や
は
り
、
か
れ
ら
が
何
か
を
気
に
し
て
い
る
よ
う
す
が
う
か

が
え
ま
す
。「
お
し
ゃ
べ
り
で
も
し
な
い
と
…
…
『
ド
ン
臭く
さ

い
』
感
じ

が
ぬ
け
な
い
」、「
…
…
花
の
木
公
園
の
バ
ス
停
の
面
々
は
不
安
に
な
る
」

と
あ
る
よ
う
に
、
不
安
だ
か
ら
、
お
し
ゃ
べ
り
で
も
し
て
い
な
け
れ
ば

た
ま
ら
な
い
、
と
い
う
気
持
ち
か
ら
、
み
ん
な
が
集
ま
っ
て
い
る
の
だ

と
わ
か
り
ま
す
。

問
六　

Ａ
２
知
識
関
連

　
　
「
首
を
傾
げ
る
」
は
不
思
議
に
思
っ
た
り
、
疑
問
に
思
う
と
き
に
使

う
慣
用
表
現
で
す
。

問
七　

Ａ
２
知
識
関
連

　
　
「
息
が
合
う
」
で
「
調
子
が
合
う
」
と
い
う
意
味
に
な
り
ま
す
。

問
八　

Ｂ
１
理
由
推
論

　
　
「
山
村
と
谷
崎
の
ワ
イ
ワ
イ
（
に
ぎ
や
か
な
）
コ
ン
ビ
だ
っ
た
」

「
谷
崎
弓
子
も
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
を
く
る
り
と
回
し
て
」
か
ら
は
、
明
る
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く
に
ぎ
や
か
な
よ
う
す
が
う
か
が
え
ま
す
。
ふ
た
り
は
一い
っ

生し
ょ
う

懸け
ん

命め
い

練
習

し
て
い
ま
す
か
ら
、「
真し
ん

剣け
ん

に
音
楽
に
取
り
組
ん
だ
り
す
る
よ
う
な
子

で
は
な
い
」、「
練
習
に
も
熱
心
で
は
な
い
」、「
音
そ
の
も
の
よ
り
も
か

っ
こ
う
を
重
視
し
」
と
い
う
よ
う
す
は
う
か
が
え
ま
せ
ん
。

問
九　

Ｂ
１
理
由
推
論

　
　

最
大
の
理
由
は
「
は
た
か
ら
（　

Ｄ　

）
と
言
っ
て
も
、
少
し
も
ま

と
ま
り
は
つ
か
な
い
。
メ
ン
バ
ー
の
な
か
に
ま
と
め
よ
う
と
い
う
気
持

ち
が
生
ま
れ
な
い
限
り
…
…
」
で
す
が
、「
我
の
強
い
音
を
そ
れ
ぞ
れ

が
出
し
て
く
る
の
は
、
ま
ち
が
い
な
く
良
い
こ
と
だ
っ
た
…
…
い
つ
か

は
み
が
き
あ
げ
ら
れ
、
ま
と
ま
り
が
つ
い
て
く
る
」
と
い
う
よ
う
に
、

生
徒
に
対
す
る
信し
ん

頼ら
い

感か
ん

も
あ
り
ま
す
。
こ
の
信
頼
感
は
生
徒
た
ち
の
努

力
を
認
め
て
い
る
か
ら
こ
そ
生
ま
れ
て
く
る
の
で
し
ょ
う
。
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